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【　1　】以下の小問に答えよ．
(a) U を全事象，A，B を事象とする．P(A) =0.2， P(B) =0.25，P(A∪B) =0.4であった．事象A，Bは独立か独立でないか，理由をつけて答えよ．
(b) 予備校KはH大模擬試験を実施している．過去のデータによれば，200点満点の数学で，平均点120点，標準偏差が25点であることが分かっている．今回は問題を難しくして，150点で偏差値70としたい．平均点を80点に設定したとして，標準偏差をいくらに設定すれば良いか？ 
(c) 関東地区600世帯を対象に，あるドラマの視聴率を調査したところ12.1%であった．一方，関西地区200世帯を対象に，同じドラマの視聴率を調査したところ7.5%であった．この結果から地区によって視聴率に違いがあると判断可能か？ 
(d) メールの70%がスパムメールであり，スパムメールに「H」が含まれている確率を40%，「H」が含まれていてもスパムメールでない確率を10%とする．今，あるメール中に「H」が含まれていたので自動に削除した．実は，削除されたメールは必要だった確率を求めよ．ただし，既約分数で求めよ．
【　2　】以下で与えられる確率密度関数を考える．
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(1) 定数
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を求めよ．
(2) 期待値，分散を求めよ．

【　3　】　コオロギを6匹捕まえて平均身長を調査したところ，以下の通りであった．

2.9，    3.2，    3.1，    2.8，    3.0
，   2.7  [cm]

(1) 標本平均，不偏分散を求めよ．
(2) 母平均の95%信頼区間を求めよ．
ただし，(2)の解答は小数第3位を四捨五入し，小数第2位で求めよ．ただし，解答は答えのみで良い．
	 (1)
	標本平均
	不偏分散

	
	
	

	(2)
	


【　4　】　表・裏がそれぞれ
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の確率で出る正確なコイン1枚を繰り返し投げる．表が3回出たときに試行を終了する．

例えば，「　表　→　表　→　裏　→　表　」や「　表　→　裏　→　表　→　裏　→　裏→ 表　」で終了する．
今，確率変数
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を試行の回数と定義するとき(上の出方であれば，それぞれ
[image: image5.wmf]6

,

4

=

=

X

X

となる)．以下の問いに答えよ．

(1) 
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とおく．
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を求めよ．
(2) 確率分布を求めよ．
(3) 積率母関数
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を求めよ．
(4) 期待値を求めよ．ただし，
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である．
【　5　】　ダイエットの効果を調べため，8名の被験者に対して，薬の服用前後の体重差を測定したところ，以下の通りであった．
-1.5,   -3.0,   -0.4,   -1.5,   -3.3,　 0.1, 　 0.2, 　 -2.0　 [kg]
(1) この資料の標本平均及び不偏分散を求めよ．ただし，解答は答えのみで良い．
(2) 母分散が未知として，帰無仮説 H 0 を述べ，有意水準 5%で検定を行え．
	 (1)
	標本平均
	不偏分散
	(2) 帰無仮説 H 0

	
	
	
	

	(2)
続き
	


【　6　】　
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が互いに独立に平均
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のポアソン分布に従うとする.

(1)
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の積率母関数
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を求めよ．

(2) 
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とおくとき，
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の期待値・分散を求めよ．
(3) 
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とおくとき，
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を求めよ．また，確率変数
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が従う分布の名称を答よ．

広島大学教養教育科目履修規則


3　授業実施時数の3分の2以上の出席を満たさない場合は，受験を認めない。ただし，所定の手続を経て欠席した場合で，その欠席が病気その他のやむを得ない事由によると認められるときは，当該授業科目担当教員の判断によるものとする。
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